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◆調査要領 
 

 

１．調査の目的： 山梨県内で最も速報性の高い『街角の景況感』を把握する調査 

として中小企業の明日の経営活動に資する。 

２．調査実施機関： 甲 府 商 工 会 議 所 

３．調査実施時期： 令和４年３月１５日(火)～３月３１日(木) 

４．調 査 対 象： 当所会員１３２事業所 

５．調 査 方 法： ファクシミリによるアンケート方式 

６．有効回答数： ８０件 

７．有効回答率： ６０．６％ 

８．特 記 事 項： 原則、小数点以下第二位で四捨五入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
2 

◆結果概要 

【2-3 月期の動き】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体業況は▲１１．３と、３期振りの悪化。特に仕入単

価は▲７２．５と前期と比べて大幅な悪化となった。 

向こう３ヶ月の業況は▲１０．０と改善する見通し。 

2-３月期の全業種総合の業況ＤＩは、▲１１．３（前期比７．６ポイント減）と、３期振りの

悪化となった。特に仕入単価ＤＩは▲７２．５（前期比２６．２ポイント減）と大幅に悪化した。

向こう３ヶ月の先行き業況▲１０．０と改善する見通し。 

業種別では、建設業、小売業が改善、製造業、卸売業、サービス業が悪化となった。 

製造業の業況ＤＩは５．３（前期比１４．７ポイント減）と２期連続の悪化となった。 

〇改善⇒売上ＤＩ、従業員ＤＩ   ○悪化⇒採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ 

○横ばい⇒金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、改善する見通し。 

建設業の業況ＤＩは６．７（前期比１３．４ポイント増）と３期連続の改善となった。 

〇改善⇒売上ＤＩ、仕入単価ＤＩ   ○悪化⇒採算ＤＩ 

○横ばい⇒従業員ＤＩ、金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、悪化する見通し。 

卸売業の業況ＤＩは▲１７．６（前期比１７．６ポイント減）と３期振りの悪化となった。 

〇改善⇒従業員ＤＩ、金融貸出しＤＩ   〇悪化⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、悪化する見通し。 

小売業の業況ＤＩは３５．３（前期比２１．０ポイント増）と２期振りの改善となった。 

〇改善⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ   〇悪化⇒仕入単価ＤＩ 

〇横ばい⇒従業員ＤＩ、金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、横ばいの見通し。 

サービス業の業況ＤＩは▲１６．１（前期比３９．８ポイント減）と３期振りの悪化となった。 

○悪化⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ、従業員ＤＩ、金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、改善する見通し。 
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◆全業種・業種別詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指標の見方 

 

 

 

 

 

 

※仕入単価ＤＩは、仕入単価が下落した場合、「➚」（改善）と表示しております。 

従業員ＤＩは、従業員が不足している場合、「➚」（改善）と表示しております。 

 

◆ 全業種総合 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

▲１１．３ ▲１０．０ ▲５．０ ▲３３．８ ▲７２．５ １５．０ １．３ 

 

２－３月期の全業種総合の業況ＤＩは、▲１１．３（前期比７．６ポイント減）と３期振りの悪化とな

った。 

項目別 

○今期より悪化⇒売上ＤＩ（１．２→▲５．０）、採算ＤＩ（▲１５．９→▲３３．８）、 

仕入単価ＤＩ（▲４６．３→▲７２．５） 

○今期より改善⇒従業員ＤＩ（１１．０→１５．０）、金融貸出しＤＩ（１．２→１．３） 

向こう３ヶ月の先行き業況は、▲１０．０と改善する見通し。 

  

前回ＤＩに比べて（先行は今回実績値に比べて） 

改善 不変 悪化 

   

ＤＩ値 ＤＩ値 ＤＩ値 

※ ＤＩ値（景況判断指数）について 

 ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況

を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回

答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す

回答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率

を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意

味する。 
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◆ 業種別 

製造業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

５．３ １５．８ ３１．６ ▲１５．８ ▲８４．２ １０．５ ０．０ 

 

業況ＤＩは５．３（前期比１４．７ポイント減）と２期連続の悪化となった。 

項目別 

○今期より改善⇒売上ＤＩ（２０．０→３１．６）、従業員ＤＩ（０．０→１０．５） 

〇２期連続改善⇒採算ＤＩ（１５．０→▲１５．８）、仕入単価ＤＩ（▲５０．０→▲８４．２） 

○今期より横ばい⇒金融貸出しＤＩ（０．０→０．０） 

向こう３ヶ月の業況は、１５．８と改善する見通し。 

 

 

 

建設業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

６．７ ▲２０．０ ▲１３．３ ▲６０．０ ▲７３．３ ３３．３ ６．７ 

 

業況ＤＩは６．７（前期比１３．４ポイント増）と３期連続の改善となった。 

項目別 

○３期連続改善⇒売上ＤＩ（▲２６．７→▲１３．３） 

〇今期より改善⇒仕入単価ＤＩ（▲８０．０→▲７３．３） 

○今期より悪化⇒採算ＤＩ（▲４０．０→▲６０．０）、 

○今期より横ばい⇒従業員ＤＩ（３３．３→３３．３）、金融貸出しＤＩ（６．７→６．７） 

向こう３ヶ月の業況は、▲２０．０と悪化する見通し。 

 

  



 
7 

 

卸売業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

▲１７．６ ▲２３．５ ０．０ ▲４１．２ ▲８８．２ ４１．２ １１．８ 

 

業況ＤＩは▲１７．６（前期比１７．６ポイント減）と３期振りの悪化となった。 

項目別 

○今期より改善⇒従業員ＤＩ（１６．７→４１．２）、金融貸出しＤＩ（５．６→１１．８） 

〇今期より悪化⇒売上ＤＩ（２７．８→０．０）、採算ＤＩ（▲１１．１→▲４１．２）、 

仕入単価ＤＩ（▲３３．３→▲８８．２） 

向こう３ヶ月の業況は、▲２３．５と悪化する見通し。 

 

 

 

小売業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

   

  

    

▲３５．３ ▲３５．３ ▲３５．３ ▲２３．５ ▲４７．１ ０．０ ０．０ 

 

業況ＤＩは、▲３５．３（前期比２１．０ポイント増）と２期振りの改善となった。 

項目別 

〇今期より改善⇒売上ＤＩ（▲５６．３→▲３５．３）、採算ＤＩ（▲６２．５→▲２３．５） 

○今期より悪化⇒仕入単価ＤＩ（▲１８．８→▲４７．１） 

〇５期連続横ばい⇒金融貸出しＤＩ（０．０→０．０） 

〇今期より横ばい⇒従業員ＤＩ（０．０→０．０） 

向こう３ヶ月の業況は、▲３５．３と横ばいの見通し。 
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サービス業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

▲１６．７ １６．７ ▲１６．７ ▲３３．３ ▲６６．７ ▲１６．７ ▲１６．７ 

 

業況ＤＩは▲１６．７（前期比３９．８ポイント減）と３期振りの悪化となった。 

項目別 

○２期連続悪化⇒従業員ＤＩ（７．７→▲１６．７）、金融貸出しＤＩ（▲７．７→▲１６．７） 

○今期より悪化⇒売上ＤＩ（３８．５→▲１６．７）、採算ＤＩ（１５．４→▲３３．３）、 

仕入単価ＤＩ（▲５３．８→▲６６．７） 

向こう３ヶ月の業況は、１６．７と改善する見通し。 
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◆ 業種別詳細 

製造業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（工業製品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（宝飾） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

建設業（建築） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

建設業（土木） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

建設業（鉄鋼） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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卸売業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

 

  

      

 

卸売業（繊維） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

卸売業（その他） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

小売業（大型店） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（事務用品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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小売業（趣味・日用品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（家電） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

サービス（ホテル・旅館） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

サービス業（観光） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

サービス業（飲食その他） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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➢ 中小企業の声（現状や直面している課題 等） 

【製造業】 

製造業（食品） 

 ・ホテル、ブライダル向けの事業が回復傾向となり、オミクロン株か拡大する中で、業況は上向き

傾向。しかし、原油価格高騰を背景に原材料や資源の価格が上昇し、利益を圧迫している。 

製造業（工業） 

 ・輸送費、資材費の高騰により採算は悪化しており、当面はこの状況が続く見込み。 

 ・例年と比べ、原料高が異常に高い。 

製造業（宝飾） 

 ・金やダイヤの高騰、円安、オミクロン株の拡大など、輸入にとって悪影響が大きい。 

製造業（ニット） 

 ・比較的気温が低い日が続いたこともあり、冬物が 9～3 月で売れ行きが良く、例年とは異なる結

果となった。しかし、物価高の影響により、今後の顧客の衣料品消費は消極的になると予想され

る。 

 

【卸売業】 

卸売業（その他） 

・原油高騰が続いており、激変緩和措置がとられているが、オミクロン株の感染拡大による人流の

減少から業況は悪化している。 

・取扱商品の入荷の遅れが心配。 

 

【建設業】 

建設業（土木） 

 ・材料の高騰、材料不足、納期未定等により、小規模の企業は経営が苦しい。 
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【小売業】 

小売業（大型店） 

 ・1～2 月が新型コロナの影響により、底入れ状況となった。3 月は気温上昇に伴い、春物衣装や

振るギフトが活況。 

 ・前年同期と同様に苦しい状況が続いている。 

小売業（趣味・日用品） 

 ・お客様の来店数がコロナの影響により減少し続けている 

 ・コロナの長期化、物価上昇、原油高騰など、先行き不透明な状況が続いている。 

 

 

【サービス業】 

サービス業（飲食） 

 ・3 月より持ち直し始めたが、燃料高騰や食料品等の値上げにより、依然厳しい状況が続いている。 

サービス業（観光） 

 ・コロナ感染者数増加やまん延防止措置の影響により、首都圏との人の流れにブレーキがかかって

いるが、前年よりは流れが活発であると感じられた。 

 

 

以上 

 


